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【17NCにおける火の取り扱い基準（fire  regulation）（案)】
【目的】
第17回長野県キャンポリーは、史跡である高遠城址公園内をお借りして開催することから、火の使用について種々の規制がありますので、実行委員会としてそれらの制限を考慮し参加者各位に安全な野営生活を過ごしていただくためにこの基準を定めます。
【炊事用】
①　参加者が、法令に準拠して持参する炊事用ストーブ等と燃料を使用する。
　　薪、ペレット、炭、おがたん等の燃料の使用は禁止します。
炎が15ｃｍ以上上がる機器の使用は禁止します。
　　推奨機器　：　キャンピング用ストーブ、カセットボンベ等
　　使用する者は安全な機器使用方法を熟知していいること。
②　炊事用機器の周りは、炎が外から見えない程度の不燃物（金属等）の風よけで3方を
囲むこと。
③　炊事用機器は安定させて設置し、炊具も安定する仕組みを持つこと。
④　炊事場所は、サイトの外周から見え、かつ通路から1ｍ以上離れ、テントからは最低3

ｍ以上離れていること。
⑤　炊事用機器の周辺1ｍ以内には可燃物は置かないこと。（使用燃料は安全で引火しない
仕組みが確保されていること）
⑥　雨天時雨除けの下で炊事用機器を使用する場合であっても、炎の上部は最低1.5ｍ以上
空間を確保し、その雨除けは確実に固定されていて、壁は開放されていなければなら
ない。
⑦　火気取扱い場所には消火用バケツ、消火器等をそなえること。
⑧　燃料の保管は安全が確保された容器に内容物を明記して開け放たれた場所に保管する事。
【灯具】
①　裸火でないこと（周りが不燃物で囲まれていて炎が外部に出ない仕組みであること）
②　テント内では火を使う機器の使用は禁止。
【キャンプファイアー】
基本的には薪を使用したキャンプファイアーは不可ですが、今後、方法については調整していきます。
